
東海第二発電所　　工事計画認可申請に係る説明工程

11 12 1 2 3

補正（＃１） 補正（＃２）
　▼11/24 ▼2/13

解析コードは，「耐震性に関する説明書」，「強度に関
する説明書」に期間を合わせ，図面については「要目
表」に期間を合わせた

「No.1」は，SRV取替に伴う吹出量の再評価のため期
間変更

「No.11」は，格納容器内水素・酸素濃度系（SA）に関
するコメント対応（動作原理等に関する詳細）に伴う期
間変更

「No.4」「No.5」は，SRV取替に伴う耐震計算の再実施
等のため期間変更

「No.3」「No.4」は，SRV取替に伴う強度計算の再実施
等のため期間変更

　図面

　計算機プログラム（解析コード）の概要 ・

2 生体遮蔽装置の放射線の遮蔽等についての計算書

1 安全弁等の吹出量計算書 ・

・火山への配慮が必要な施設の強度に関する説明書（建屋強度計算書）

・

　その他計算書

「No.5」は，津波防護施設に関するコメント対応，設備
側の一部説明・コメント対応及び建屋扉（竜巻）の強
度評価のため期間変更

機器類の強度計算方法

4 配管系の強度に関する説明書

5 自然事象等への配慮が必要な施設の強度に関する説明書

1 強度評価の基本方針

　強度に関する説明書

3 機器類の強度に関する説明書 ・
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6 可搬型重大事故等対処設備等の耐震性についての説明書

5 配管系の耐震性についての計算書

「No.2」は，屋外重要土木構造物に関するコメント対応
及び設備側の一部説明・コメント対応（断面選定：屋
外二重管，FVカルバート等）のため期間変更

・ 気水分離器及びスタンドパイプの応力計算書

・4 機器類の耐震性についての計算書

　耐震性に関する説明書

3 機器類の耐震計算方法

・ 立坑構造物

2 耐震設計上重要な設備を設置する施設の耐震性についての計算書 ・

1 耐震設計の基本方針

27 緊急時対策所の居住性

26 緊急時対策所の機能

25 三相短絡容量計算書

24 常用電源設備の健全性

23 非常用電源の出力設定

22 原子炉格納施設の基礎

20 原子炉格納施設の設計条件

19 中央制御室の居住性に関する説明書他

「No.20」は，論点（PCV動荷重）について説明を重点
的に実施，時間を要したため期間変更

21 原子炉格納施設の水素濃度低減性能

・

18 管理区域の出入管理設備等

17 放射線管理用計測装置の構成並びに計測範囲等

16 主排気筒の基礎

15 中央制御室の機能

14 制御装置に係る制御方法

13 工学的安全施設等の起動信号の設定値の根拠

・

12 原子炉非常停止信号の設定値の根拠

11 計測装置の構成並びに計測範囲等

10 有効吸込水頭

9 原子炉格納容器内の漏えい監視装置の構成並びに計測範囲等

8 流体振動等による損傷防止

使用済燃料貯蔵槽の冷却能力

5 燃料集合体の落下防止等

7 使用済燃料貯蔵槽の水深の遮蔽能力
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4 貯蔵設備の核燃料物質臨界防止

3 使用済燃料貯蔵槽の監視装置並びに計測範囲等

2 原子炉圧力容器の脆性破壊防止

1 原子炉本体の基礎

　施設個別の説明書

15 飛散物による損傷防護

18 非常用照明

17 安全避難通路

16 通信設備

14 溢水防護

13 火災防護 ・ 「No.13」は，コメント対応（感知，消火等に関する記載
の適正化等）に伴う期間変更

12 健全性

11 クラス1機器等のSCC対策

10 設定根拠（別添）

・

・ 「No.9」，「No.10」は，基本設計方針の期間に合わせ
た

9 技術基準要求機器リスト

「No.8」は，「要目表」に期間を合わせた8 設定根拠

7 取水口及び放水口

6 外部火災への配慮

「No.3」は，敷地に遡上する津波の設計方針の反映に
伴い，期間変更

5 火山への配慮

4 竜巻への配慮

3 津波への配慮 ・

1 設置許可との整合性

　
添
　
付
　
書
　
類

　施設共通の説明書

2 自然現象等による損傷防止

2 基本設計方針 ・

「No.1」は，要目表の提出は完了，説明とコメント回答
期間を確保するため期間変更
「No.2」は，設置変更許可の補正に伴う期間変更
「No.3」は，各説明書が確定する期間に合わせた

本文

1 要目表　（設備リスト，設定根拠に関する説明書，図面とセット） ・

3 適用基準及び適用規格

5 6 7 8 9 10

品質管理の方法等

説　明　項　目
平成２９年度 平成３０年度

備　考
4

共通
作成要領

11

主要工程

各説明書確定後

記載方法 設置許可の補正書修正反映

現時点

基本設計方針確定後

基本設計方針と併せて実施

： 説明未完又は一部未完

： 説明完了（コメント対応中）

： 説明完了（コメント対応済）： 前回の審査会合（5/31）で示した予定
： 今回の審査会合（6/14）で予定変更

： 設備・条文毎で説明中
（6/14）
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東海第二発電所 工事計画認可に係る説明工程の見直しについて 

 

 

 工事計画認可に係る説明工程は，以下の事項について工程遅延することが確認された

ため，説明工程を見直す。コメント回答以外で新たに説明完了時期が 6月末より遅延し

た項目について，以下に理由を記載する。 

 

１．主蒸気逃がし安全弁取替に係るもの 《耐震性に関する説明書４，５，強度に関す

る説明書３，４，その他計算書１》 

 主蒸気逃がし安全弁（以下「SRV」という。）吹出量の公称値の取扱いについて，SRV

吹出量の設計値と公称値との偏差の低減を図るため，SRV 取替を行うことにした。こ

れに伴い，耐震・強度の再評価（モデル修正，評価条件作成及び計算等）を行うため，

提出時期が 7月末になる見込みである。 

 なお，上記以外に設計値と公称値の偏差の低減を図る必要があるものは無いことを

確認した。 

【耐震・強度計算書への主な影響範囲】 

 ・機器類：原子炉圧力容器 

 ・配管系：主蒸気系，窒素系 

 

２．床応答スペクトル（FRS）の包絡性に係るもの 

（1）海水ポンプ耐震計算書 《耐震性に関する説明書４，５，強度に関する説明書４》 

 海水ポンプについては，保守性を考慮した FRS（以下「設備評価用 FRS」とい

う。）及び最大加速度（以下「設備評価用 1.2ZPA」という。）にて耐震計算を

実施している。 

 地震応答解析（以下「有効応力解析」という。）が完了し，設計用の FRS 及び

1.2ZPA が算出できたため，設備評価用 FRS 及び設備評価用 1.2ZPA の包絡性

を確認した結果，設備評価用1.2ZPAについての包絡性を確認できなかった。 

 このため，設計用の 1.2ZPA に基づく海水ポンプの耐震計算に約１ヵ月を要

し，資料提出時期が 7月末になる見込みである。 

 

（2）フィルタベント格納槽に係る機器・配管系の耐震計算書 《耐震性に関する説明

書５，強度に関する説明書４》 

 フィルタベント格納槽に係る機器・配管系（以下「FCVS」という。）について

は，設備評価用 FRS 及び設備評価用 1.2ZPA にて耐震計算を実施している。 

 設計用の FRS 及び 1.2ZPA による包絡性を確認した結果，設備評価用 FRS に

ついての包絡性を確認できなかった。 
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 このため，設計用の FRS に基づく FCVS の耐震計算に約１ヵ月を要し，資料

提出時期が 7 月末になる見込みである。 

 

３．解析（地震応答）に係るもの 

 有効応力解析については，検討ケースが多く当初の想定より時間を要している＊１

ことから，以下の耐震・強度計算書が遅延する。 

 ＊１：基本設計段階にて想定していた強制的に液状化を仮定するケースに加え，FRS 算定用の非液状化

ケース，地盤物性のばらつきを考慮したケースを検討する工程としていたが，構造物に対して保

守的な評価となる代表地震波を選定するための検討ケースの増加等により想定以上に時間を要

している。 

 

（1）設備評価用 FRS の作成方針 《耐震性に関する説明書１》 

 機器の耐震計算は，設備評価用 FRS に基づき実施し，最終的に有効応力解析

結果に基づく設計用の FRS に包絡することを確認する。 

 このうち，一部の設備＊２については，有効応力解析作業に時間を要し，設計

用の FRS の作成が遅延しているため，資料提出時期が 7 月末となる。 

＊２：屋外二重管，常設代替高圧電源装置用カルバート（トンネル部），ＳＡ用海水ピット及び防

潮堤（鉄筋コンクリート防潮壁） 

 

（2）屋外二重管の耐震性についての計算書（海水系配管を含む） 《耐震性に関する

説明書２，５，強度に関する説明書４》 

 屋外二重管については，支持構造の仕様決定に係る検討（鋼管杭，鋼管桁及

び地盤改良体）を踏まえ，有効応力解析結果に基づき耐震計算を行う。 

 上記（1）のとおり，有効応力解析作業に時間を要したため，資料提出時期が

7 月末となる。 

 

４．建屋扉の竜巻についての強度評価に係るもの 《強度に関する説明書５》 

 扉開放時の通行性の確認等に想定より時間を要しているため，扉の評価結果

（2 箇所）は 7月中旬となる見込み。 

なお，竜巻防護ネット，防護鋼板，ディーゼル発電機吸気口等 52 箇所の評

価結果は 6 月末までに提示予定。 

以 上 
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東海第二発電所　　工事計画認可に係る説明工程の見直し

２０１８年　（Ｈ３０年）
６　月 ７　月

１．主蒸気逃がし安全弁（ＳＲＶ）取替に係るもの

弁構造設計

付属装置の改造要否検討

付属装置設計

モデル作成 計算，まとめ  提出

▽27

入力条件見直し 　各図書作成

 提出  提出

▽22（アキュムレータ改造なし） （改造あり） ▽27

　各図書作成

計算，まとめ

入力条件見直し 各図書作成

 提出  提出

▽29（非常用窒素供給系改造なし） （改造あり）30▽

各図書作成 各図書作成

計算，まとめ

モデル修正，入力条件見直し

 提出  提出

▽29（制御用空気系改造なし） ▽20（改造あり）

各図書作成 各図書作成

計算，まとめ

モデル修正，入力条件見直し

　計算，まとめ  提出

▽13

入力条件見直し 　各図書作成

２．床応答スペクトル（ＦＲＳ）の包絡性に係るもの

計算，まとめ  提出

30▽

入力条件見直し 各図書作成

計算，まとめ  提出

30▽

入力条件見直し 各図書作成

３．解析（地震応答）に係るもの

有効応力解析  提出

▽27

　ＦＲＳ作成

　各図書作成

有効応力解析 　計算，まとめ  提出

30▽

入力条件見直し 各図書作成

有効応力解析 計算，まとめ  提出

30▽

入力条件見直し 各図書作成

４．建屋扉の竜巻についての強度評価に係るもの

計算，まとめ（５箇所） 計算，まとめ（２箇所）  提出

▽20

入力条件作成（２箇所） 各図書作成

建屋扉（強度）
　・搬入口 東側
　・搬入口 南側

(1)

設備評価用FRS
　・屋外二重管
　・常設代替高圧電源装置用
　　カルバート（トンネル部）
　・ＳＡ用海水ピット
　・防潮堤（鉄筋コンクリート防潮壁）

(2)

①屋外二重管の内管（管の耐震・応力）
　　・RHRS
　　・DG用海水系
　　・HPCS DG用海水系

②屋外二重管の外管（管の耐震・応力）

(2)

海水ポンプ（耐震）
　・RHRSポンプ
　・DG用海水ポンプ
　・HPCS DG用海水ポンプ

FCVS（管の耐震・応力）
　・配管系

b
①SRV用アキュムレータ（耐震，強度）
②窒素供給系（管の耐震）

c

①SRV向け非常用窒素供給系（管の耐震・応力）
②非常用逃がし安全弁駆動系
　　（管の耐震・板厚・応力）
③SRV向け制御用空気（管の応力）

d
①SRV向け制御用空気（管の板厚）
②SRV向け非常用窒素供給系（管の板厚）

e
安全弁及び逃がし弁の吹出量
（SRV吹出容量）

(1)

25 31

　ＳＲＶ・付属装置の設計

a
①RPV MSノズル（耐震，強度）
②MS（流出制限器の耐震，管の耐震・応力）

項　　目
15 20 25 30 5 10 15 20
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